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序文

本報告書は、平成 13年度史跡整備事業に伴って実施された

国指定史跡銚子塚古墳の発掘調査報告書であります。

山梨県東八代郡中道町に占地する銚子塚古墳は山梨県におけ

る前期古墳を代表するものとして、隣接する丸山塚古墳ととも

に昭和5年に国の指定を受けております。その後、昭和58年

から 60年にかけて保存整備のための発掘調査が実施され、口

縁部に三巴の透かし孔を持つ壷形埴輪や古墳の形態、葺石など

の今まで解らなかったさまざまな状況が明らかとなりました。

今回の発掘調査は平成 13年 10月と平成 14年 1月にそれぞ

れ約2週間ずっという短い期間ではありましたが、木製埴輪や

壷形埴輪、円筒・朝顔形埴輪が出土したこととともに、後円部

の墳端が確認されるという成果をあげることができました。こ

のことは今後、実施される史跡整備事業に有効なデータである

ことは間違いありません。

末筆にはなりますが、種々のご協力を賜りました関係各位、

地元の方々並びに発掘調査と整理作業に従事していただいた方

に厚く御礼申し上げます。

2 0 0 2年3月

山梨県埋蔵文化財センター

所長 大塚初重



例言・凡例

1.本報告書は平成13年度 (2001年度)の史跡銚子塚古墳の国庫補助を受けた保存整備事業の発掘調

査報告書である。

2.発掘調査および出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センターで行い、斉藤伸・吉岡弘樹が担当した。

なおi第2章を斉藤がそれ以外を吉岡が分担執筆した。

3.写真は、斉藤・吉岡が撮影した。

4.発掘調査および整理作業において、次の機関よりご協力を賜った。記して感謝の意を表する次第で

ある。(敬称略)

中道町教育委員会

5.本報告書の挿図等に関する指示は下記のとおりである。

遺構・遺物の挿図縮尺は基本的に次のとおりであるが、資料などの大きさにより適宜、縮尺を変化

させてある。また、これ以外のドットマークなどの指示については図中に示しである。

遺構全体図:1/1.000土層断面図:1/60 

遺物土器類および拓影:1/3・1/4

6.本報告書に関わる出土品および記録図面・写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管して

ある。
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第1章調査の経緯と組織

第1節調査にいたる経緯

甲斐風土記の丘公園内に所在する銚子塚古墳は昭和3年に後円部から石室が発見され、東日本最大

級の前方後円墳として、さらに畿内色の強い豊富な副葬品などから前期古墳研究においては重要な位

置を占めるようになり、昭和5年2月28日には隣接する丸山塚古墳とともに国指定史跡に指定された。

山梨県教育委員会では昭和51年に風土記の丘建設委員会を設置し史跡範囲内について昭和52・53年

には、銚子塚古墳の北西の周溝にかかる一部を除き買収をし公有地化した。これに伴って昭和5ト 60

年度にかけて発掘調査が行われた。今年度は平成13年10月9日.......24日と平成14年 1月15日.......28日

の2期に分割して、近年買収の進んだ西側および北側について墳端および周溝の確認調査が実施され

た。

第2節調査組織

調査主体

調査機関

調査担当者

作業員

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

(山梨県埋蔵文化財センター 文化財主事)

斉藤伸 吉岡弘樹

宮久保あさの千野富子小林としみ長田くみ子宇野和子

出月多津子橘田由利子渡辺喜乃女伊藤津真子

第2章古墳の概観

第1節地理的・歴史的環境

銚子塚古墳の所在する中道町は、旧石器時代より古代に至る聞の遺跡が濃密に分布する地域である。

銚子塚古墳はこの中道町下曽根の甲斐風土記のE・曽根丘陵公園内に占地している。 曽根丘陵は甲
府盆地南東縁に南北3畑、東西13kmの広がりをみせている。丘陵の前縁は急傾斜で平地に落ち込み、

御坂山地に源を発する七覚川、 間門川なと、の中小河川によって浸食され、幾つかの舌状台地を形成

している。この台地の先端に東山(標高約340m)があり、この北東斜面の山麓に所在する古墳を東

山古墳群と呼称している。銚子塚古墳 1(前方後円墳・全長 169m)はこの一角で標高約26白n付近

に位置している。このほか東山古墳群には、 4世紀中頃から 5世紀後半代に築造されたと考えられる

大丸山古墳2(前方後円墳・全長99mないし 12白n)、丸山塚古墳3(円墳・直径72m)、かんかん塚

(茶塚)古墳4(円墳・直径26m)などの前期古墳が存在する。

また西方の米倉山古墳群には、本県最古で唯一の前方後方墳であり 4世紀前半代の築造と考えられ

る小平沢古墳5(前方後方墳・全長45m)がある。さらに南方の金沢地域を中心とする金沢古墳群に

は、天神山古墳6(前方後円墳・全長135m)といった前期古墳が存在する。以上のように本県におけ
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第 1図古墳位置図 S =1/25，000 

る最古で最大級に属する古墳がこの地域に集中している。このことはこの地が古墳時代には、本県の政

治的中枢地であったことを顕著に物語っているといえよう。

参考文献

198 6山梨県教育委員会「銚子塚古墳附丸山塚古墳」一保存修理事業第3年次概報

山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第15集

1994山梨県教育委員会「上の平遺跡第6次調査・東山北遺跡第4次調査・銚子塚

南東部試掘」

山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第94集

2000山梨県教育委員会「岩清水遺跡jー甲斐風土記の丘「曽根丘陵公園J造成に

伴う発掘調査報告書

山梨県埋蔵文化財センタ-調査報告書第182集
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第2図銚子塚古墳丸山塚古墳測量図 s= 1 /1， 000 
白抜き部分が指定範囲



第2節銚子塚古墳の概要

曽根丘陵下方の傾斜変換線上(標高約26住n)に位置し、東西方向に主軸をとる長さ約169mを測る

前方後円墳である。かつて本古墳は伊勢講の信仰対象地とされ伊勢塚とも称されていた。昭和3年に伊

勢講握舎建設に伴い後円部に竪穴式石室が発見され、続いて多数の副葬品も出土した。石室は割石を使

用し小口積みで後円部の中央に古墳主軸とほぼ直交するかたちに構築されている。副葬品には、内光花

文鏡、三角縁神人車馬画像鏡、防製半円方格帯環状乳神獣鏡、三角縁三神三獣鏡など鏡5面、碧玉製車

輪石、碧玉製石甜11、佑玉類、管玉類、員甜11、鉄剣、鉄万、鉄嫉、鉄斧、鉄鎌などがあげられ、畿内的な

様相を強めている。なお、三角縁神人車馬画像鏡については岡山県車塚古墳、群馬県三本木古墳、福岡

県藤崎遺跡出土の鏡と同箔関係にある。

第3章調査方法と基本層序

第1節調査方法

平成 13年 10月に実施した後円部西側部分の調査は、古墳主軸より 15"ごとに放射状に用地内にトレ

ンチ (1""'"5号)を設定した。また、平成l特 1月に行われた北側部分については任意にトレンチ (6・

7号)を設定した。双方ともに重機を使用して掘り下げ、その後、人力による精査を行い土層、墳端部、

周溝等を確認することとした。 また、トレンチの設定にあたっては、隣接する民家や地下埋設物等を

考慮し、さらに防護フェンス等で調査区域を囲うなど、の危険回避措置を行った。

B 
A 

I 

羽

四

C 

四

I表土層

E淡茶褐色土層

E黄褐色粘質土層

一一258.000m N暗灰色粘質土層
V 様層

一一257.000m

一一256.000m

VI黒灰色粘質土層

VII淡青色粘質土層

vill暗灰色粘質土層

第3図 基本層序柱状図
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第2節基本層序

調査予定地のほとんどが墳丘端部と周溝内という特異な箇所であるため第4図に示すとおり

周溝部分の平均的な3地点の層序を記して基本層序としたい。
A地点では表土層下に淡茶褐色土層、黄褐色粘質土層と続き墳丘から崩落してきた葺石が磯層を形成

している。B地点においては周溝底面近くに堆積したと考えられる粘質土層が厚く観察できた。C地点

では、 A地点と非常に似た土層が観察できるが磯層はみられない。

第4章調査の成果

第1号トレンチ

後円部中心点Oから古墳主軸に00を設定し北方向へ45"の位置に設定したトレンチである。60cmほ

どの厚い表土の下、比較的安定した堆積をみせている。墳丘端部は大きな撹乱によって上方は削平さ

れていたが末端付近は墳Eを構成している地山層である黄灰色粘質土層が確認されている。周溝には
5'" 10cmほどの礁がレンズ状に厚い堆積をみせている。なお、この磯層は崩落した葺石の一部と推測

される。また、底と思われる淡青色粘質土が確認できた。

出土遺物としては埴輪片(第7図1"'3)が出土した。

第2号トレンチ

後円部主軸から北方向へ3ぴの位置に設定したトレンチである。約240cmの深度を測る。 1号トレ

ンチと同様に黄灰色粘質土層が確認され、乙れが墳丘端部をなしている。周溝にはやはり崩落した葺石

が5'"10cmほどの厚さでレンズ状に堆積をみせている。周溝底部からは淡青色粘質土層が確認された。

出土遺物としては埴輪片(第7図4"'6)が検出された。

第3号卜レンチ

後円部主軸から北方向へ15"の位置に設定したトレンチである。当トレンチでも 1・2号トレンチと
同様の堆積状況が観察された。 SP-Eより 2m地点に墳丘端部と周溝の変換点と考えられる地山層
の変化がみられる。 出土遺物は埴輪片(第7図7)のほかに木製埴輪片(第7図8)が底付近より検

出された。

第4号トレンチ

古墳主軸方向に設定したトレンチである。1"'3号トレンチと比べ周溝深度が最深部で約160cmと明

らかに浅い。また、葺石の崩落状況も墳丘裾部分で止まっているため周溝内の堆積は少ない。なお、遺

物の出土はなかった。

第5号卜レンチ

後円部主軸から南方向へ150の位置に設定したトレンチである。当トレンチでは墳丘端部は捉えられ

なかった。周溝部分についても底が確認できたのみである。しかし、 SP-Iから7.3m付近から全体
に土層の上昇がみられ外側の立ち上がり変換点を予測させている。遺物の出土はなかった。

第6号卜レンチ

7号トレンチとともにくびれ部分に設定された大型のトレンチである。各所に大規模な撹乱がある

ため良好な部位より周溝底部などを類推しなければならない状況であった。古墳本体側近くに
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斗

第4図 卜レンチ配置図 S =1/1，000 
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1.表土

Z 淡茶褐色土周 注zほどの角積が混入する

3 淡茶縄色土層 3基本的には2周と同じであるがJllilの混入が多い

4茶褐色土沼 3-5cmの円債が多〈入る

S貧褐色給貿土層 3-5cmの角様がやや多〈鼠入される

6暗費褐色結貧土周 511lに比ぺ角債の混入盤が多い

Z暗灰色給質土周 礎の嵐入拡ほとんどみられない

8略灰色粘貿土居 10.... 2CbDの阿.bfJfi.llにみられる

9 胤灰色結貿土居 姻隆盛土の周

10暗灰色絵質土周 鐙鹿直上の111 iIの混入はない

lL暗貧錆色土周 蹴蕗した峰山周 2-5cmの偽aが多〈入る
F一一 12略貧縄色土周 5周に比ぺh ほどの角"を多〈混入する

13審奮発言縄色粘貧土周

14淡貧縄色土矯 雌惨した地山周

15暗貧得色粘到土j層 1回以下の角舗が多〈入る

16 踏灰色粘貧土層 破の混入はみられない

怒怒[15-1加附師崩奮し墓石町直れ込み

圃圃圏黄匝醐師団丘を構成する抽山田

園瞳聾酬色土層制眉

14 8 

第5図 土層断面図その 1 S =1/60 

おいて5..........20cm程の崩落した葺石が浅いレンズ状に堆積をみせ、その中から多量の埴輪片が

検出された。 1..........5号トレンチと比較して周溝の深度は浅く底部の形状も比較的平坦で湧水量

も少ない。遺物は、前述した磯層より多量に出土した埴輪片の大部分が円筒・朝顔形埴輪であり、極わ

ずかに童形埴輪が含まれている。

第7号トレンチ

6号トレンチに並行して設定されたトレンチである。古墳本体側では墳E端部の一部と考えられる傾

斜が確認された。また、各トレンチと同様に、葺石が崩落して形成した磯層がより厚く堆積している。
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5.談褐色粘貿土周

6.暗茶褐色枯質土周

N 

。 3m 

第6図 土層断面図その 2 S =1/60 

その他の層位はおおよそ6号トレンチと同様の堆積状況を示す。

遺物は磯層中より円筒・朝顔形埴輪片、壷形埴輪片が出土している。

第5章まとめ

円筒・朝顔形埴輪

1号"'5号トレンチ出土の埴輪片では全体の形状を理解できるものは少ない。形態が判断できるもの

は1点(第7図4)のみである。当該資料は逆ハの字状に開く形状をとるものと考えられよう。タガ部

は1点(第7図5)である。

6.7号トレンチにおいては前述のものと違い完形に復元できるものはないがおおよその形状を理解

できるものが数点検出された。

口縁部分の形態は逆位にハの字状に開く単口縁が主となっている。タガ部はすべて貼り付けでM字ま

たは台形に突出する。透し孔は三角および方形との二種があるようであり、巴形は検出されなかった。

焼成は軟質で胎土も荒い。

壷形埴輪

6・7号トレンチよりそれぞれ口縁から頚部にかけての一部分が1点ずつ検出されている。その形態

-9ー
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第 7圏 第 1-5Tr出土遺物実測図 S =1/3 

-1ひ一

は以前の調査で出土した二重口縁壷と同様とみられる。しかし、透かし孔は現段階では確認できていな

い。また、タガについてもその有無は不明である。焼成はやや低温で軟質であり、胎土も荒い。

木製埴輪

昭和58--6情三にかけての調査で出土し、有孔円盤状木製品として紹介されたものと同形状を示す。直

径 18.10cm、厚さ 2.86cmを測り、断面形は台形状をなしている。穿孔は2箇所が確認できる。

周溝

周溝は後円部形状と同様の一重である。南側から北に回り込むにつれて地形に沿うように深度を下げ

ていく傾向がある。底部分は古墳の立地状況が北下がりの緩傾斜地にあるため南一西一北と低くなって

いる。幅は当初の予測よりも広いようである。
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第8圏 第6T r出土遺物実測図 S =1/4 
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第9図 第 7T r出土遺物実測図 S =1/4 
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出土遺物計測表

器種
法量 {cml 調 整

胎土番号 Tr 焼成 色調 残存状況 注記番号

口径 底部径 表面 裏面 底部

円筒・朝顔形埴輪 粗 軟質 暗乳茶褐色 小破片 1Tr-1 

2 1 円筒・朝顔形埴輪 刷毛 ナデ 粗 やや軟質 乳茶褐色 小破片 1Tr-2 

3 円筒・朝顔形埴輪 ナデ やや粗 軟質 淡茶褐色 小破片 1Tr-3 

4 2 円筒・朝顔形埴輪 刷毛 刷毛 粗 やや軟質 暗乳茶褐色 小破片 2Tr-1 

5 2 円筒・朝顔形埴輪 ナデ 組 やや軟質 乳茶褐色 小破片 2Tr-2 

6 2 円筒・朝顔形埴輪 刷毛 ナデ 組 やや軟質 乳茶褐色 小破片 2Tr-3 

7 3 円筒・朝顔形埴輪 ナデ ナデ 粗 軟質 乳茶褐色 小破片 3Tr-1 

8 3 木製品 1/2残存

9 6 円筒・朝顔形埴輪 38.80 刷毛 ナデ やや粗 やや軟質 乳茶褐色 1/10残存 6Tr-1 

10 6 円筒・朝顔形埴輪 44.45 ナデ ナデ 組 軟質 暗乳茶褐色 1/10残存 6Tr-5 

11 6 円筒・朝顔形埴輪 28.85 刷毛 ナデ 半E やや軟質 乳茶褐色 1/10残存 6Tr-3 

12 6 壷形埴輪 制毛 ナデ 粗 やや軟質 薄赤茶褐色 1/2残存 6Tr-2 

13 6 円筒・朝顔形埴輪 34.20 ナデ ナデ 粗 やや軟質 淡茶褐色 1/10残存 6Tr-4 

14 7 壷形埴輪 42.50 刷毛 ナデ 粗 やや軟質 乳茶褐色 1/3残存 7Tr-2 

15 7 円筒・朝顔形埴輪 44. 70 刷毛 刷毛 キ且 やや軟質 淡乳茶褐色 小破片 アTr-1

16 7 円筒・朝顔形埴輪 刷毛 刷毛 粗 やや軟質 乳茶褐色 小破片 7Tr-3 

17 7 円筒・朝顔形埴輪 制毛 ナデ 粗 軟質 乳茶褐色 小破片 7Tr-4 

18 7 円筒・朝顔形埴輪 43.00 刷毛
一」

粗 軟質 乳茶褐色 小破片 7Tr-5 

*表中の注記番号は01銚子塚が省略してある。
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写 盲六 図版

写真1

銚子塚古墳前方部より後円部を望む



写真 2

前方部より西方を望む

写真 3

古墳全景
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写真 13

第 3T r 

写真 12

第 3T r 排水作業

写真 15

第 5T r 

士層断面

土層断面士層断面

出土埴輪片

写真 18

第 1T r 
出土木製品

写真 17

第 3T r 

写真 16

第 5T r 

掘削状況
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写真 19

第 2T r 

出土埴輪片



写真 21

第 6・7T r 調査前の状況

写真 23

第 6T r 重機による掘削

写真 25

第 6T r その 1

写真 27

第 7T r 

写真 22

第 6・7T r 埋め戻し後の状況

写真 24

第 6・7T r 

写真 26

第 6T r その 2

写真 28
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第 7T r 掘り下げ‘風景
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写真 29 写真 30

後円部南西残土処理前 後円部南西残土処理後
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